
日本のまんなか

水と緑といで湯の街渋川市

令和 7年 5月 第 2 市長定例記者会見ロ

。日時 令和 7年 5月 12日 (月 )
午後 1時

・場所 市役所本庁舎記者会見室

1 ひきこもり状態にある人の社会参加の第一歩として
人とのつながりが生まれる居場所づくりに取り組んでいます (資料 1)

2 ヤングケアラー等がいる家庭を支援するため「渋川市こどもホームアシネ ト事業」
を開始します (資料 2)

3 車両検知AIカ メラの活用により伊香保温泉石段街周辺の駐車が分散しました
(資料 3)

4 クビアカツヤカミキリの防除用品を無償配布します (資料 4)

その他資料提供

。ゴールデンウィーク中の市有温泉施設の入館者状況をお知 らせ します (資料 5)

・ゴールデンウィーク中の渋川スカイラン ドパーク遊園地の入園者状況を

お知 らせ します (資料 6)

○次回開催予定

日時 :令和 7年 5月 19日 (月 )午 後 1時
場所 :渋川市役所本庁舎 2階 記者会見室



市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 場   所 所  管

5月 12日 (月 )

9:00

13:00

15:00

庁議

市長定例記者会見

地域の命を守る体制づくり委員会キックオフミーティング

市役所本庁舎

市役所本庁舎

市役所本庁舎

政策戦略課

広報室

危機管理室

5月 13日 (火 )

10:00

13:30

15:00

赤城橘農業協同組合令和7年度役員報酬審議会

令和7年度第1回渋川市土地開発公社理事会

共産党市議団へ令和7年度予算要望の回答

赤城橘農業協同組合本所

市役所第二庁舎

市役所本庁舎

農政課

都市政策課

財政課

5月 14日 (水 )

5月 15日 (木 )

5月 16日 (金 )
13:30

14:30

渋川市民生委員児童委員協議会総会

渋川・吾要地域在来線活性化協議会総会

市民会館大ホール

市役所第二庁舎

地域包括ケア課

交通政策課

5月 17日 (土 )

5月 18日 (日 )

10:00 第21回清流祭り 「l根川河川敷(中郷浅田地区) 土木維持課

5月 19日 (月 )

9:00

13:00

庁議

市長定例記者会見

市役所本庁舎

市役所本庁舎

政策戦略課

広報室
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ひきこもり状態にある人の社会参加の第一歩として

人とのつながりが生まれる居場所づくりに取り組んでいます

渋川市は、ひきこもり状態にある人の社会参加の第一歩となり、人との緩やか

なつながりが生まれる居場所づくりに取り組むとともに、社会的に孤立している

人への対策を強化するため、令和 7年 4月 1日 に「渋川市ひきこもり地域支援セ
ンター」を設置しました。
また、5月 の「孤独・孤立対策強化月間」に併せて、別紙リーフレット等によ

り情報発信を行います。

1概  要
渋川市は、孤独・孤立対策推進法の令和 6年 4月 1日 施行を受け、ひきこもり状態

にある人 (※ 1)の社会参加の第一歩となり、人との緩やかなつながり (※ 2)が生
まれる居場所づくりに取り組んでいます。
また、高齢化社会の進展や社会のつながりの希薄化に伴い、社会的に孤立している

人が増加していると考えられ、課題となつています。
こうしたことから、令和 7年 4月 1日 に「渋川市ひきこもり地域支援センター」を

設置し、対策を強化しました。同センターでは、対象者の年齢制限は設けずに子ども

から大人までの幅広い世代で、ひきこもり状態にある人とその家族を対象に支援を行

います。
なお、 5月 の「孤独・孤立対策強化月間」に併せて、自身の孤独状況をセルフチェ

ックシートで確認できるり=フ
レットを作成しました。セルフチェックによる孤独感

の気づきをきつかけに、悩み事などを一人で抱え込まずに話ができる相談場所や、社

会や人との関わりが実感できる居場所を認知してもらうことで、孤独・孤立状態の未

然防止や脱却を図ることを目的としています。リーフレットは、市ホームページで公

開するはか、市役所本庁舎や各行政センター、社会福祉協議会などで配布します。

※ 1「ひきこもり状態にある人」とは、学校や仕事などに行くことができず、家族以

外の人とほとんど交流せずに、 6カ月以上続けて家にとどまる状態の人のこと

※2「人との緩やかなつながり」とは、心理的な負担が少なく、自然と誰かの存在を

身近に感じられる状態のこと

2 事業名称  孤独・孤立対策推進事業

3 事業内容
渋川市内のひきこもり状態にある人とその家族を支援対象 とし、ひきこもり状態に

ある人の社会参加の第一歩となり、人との緩やかなつなが りが生まれる居場所を提供

し、孤独・孤立の状態を解消するため、「渋川市ひきこもり地域支援センター」を設

置 し、次の業務を行います。

(1)支援を求める声を上げやすい環境を整える
(2)多様なニーズに即 した、きめ細やかな相談支援を受けられる環境を整える
(3)ラ イフステージの段階に応 じて、社会との関わ りや人とのつながりを穏やかに
築ける場を整える

(4)包括的支援につなが り、孤独・孤立対策の相乗効果を生み出せる関係機関の連
携基盤を整える
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4 実施主体  渋川市

5 相談方法 (受付時間 :24時間 )
(1)電話 =専用携帯番号 :090-7217-3817
(2)LINE 畿

LINEは こちらから> 漁強鵡鎌

(3)渋川市社会福祉協議会ホームページ専用問い合わせフォエム

専用問い合わせフォームはこちらから>

6 実施場所
(1)相談 :社会福祉法人渋川市社会福祉協議会
(2)活動 :ユートピア赤城 1階 「だれでも広場」

対 象 者  市内のひきこもり状態にある子どもから大人までとその家族7

8 周知方法
1)広報 しがかわ、市ホームページヘの掲載
2)市 SNSで の情報発信
3)チラシの配布
4)渋川市社会福祉協議会ホームページでの動画配信

9 そ の 他
令和 7年 4月 時点の県内他市のひきこもり地域支援センター及び居場所づくり設置

※安中市の地域支援センターについては、センターとしては開設 していないが、

その機能を福祉課内に設けている

り
脳

その他の対応居場所づくり設置地域支援センター

自主団体と連携あり前橋市 × ×

× ×高崎市
×桐生市 ×

O(今年度は休止中)伊勢崎市 ×

×太田市 ×

NPO法 人を紹介沼田市 × ×

× O(社協に委託 )館林市
× ○藤岡市

O(NPO法 人に委託 )富岡市 ×

O(NPO法 人に委託 )安中市 ○ (令和 4年度～ )
× 県の事業を案内みどり市 ×



1 令和 6年度居場所づくり事業利用者数=令和 7年 3月 末 日時点で10人
※内訳 :20代=2人、30代=3人、40代=3人、50代 =1人、60代 =1人

男性=6人、女性=4人

2 令和 7年度ひきこもり地域支援センター問合せ等件数 =111件 (4月 末 日時点)
※内訳 :来所=11件、電話 =21件、LINE=8件 、居場所の利活用二71件
※ 「居場所の利活用」の内訳

居場所活動 (有償)ら 1件、 (無償)8件、会議等 8件、訪問 3件、当事者会 1件

■問い合わせ先
福祉部 部長 生方 清二郎 (内線1200)
担当 :地域包括ケア課 (電話0279-22-2250)

課長 小林 悟 (内線1210)
管理係長 天由 尚和 (内線1226)
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資料 2

ヤングケアラー等がいる家庭を支援するため
「渋川市こどもホームアシスト事業」を開始します

渋川市は、令和 7年度の新規事業として、ヤングケアラーや、家事・育児に対

して不安や負担を抱え虐待のおそれのある家庭に訪間支援員を派遣し、家事や育

児を手伝う「渋川市こどもホームアシスト事業」を開始します。

1概  要
国は、子育て世祥訪問支援事業として、市区町村を通じて、ヤングケアラーや家事

。育児に対して不安や負担を抱え虐待のおそれのある子育て家庭の家事や育児を支援

する「子育て世帯訪問支援事業」を推進しています。

こうした背景を踏まえて、渋川市においても、令和 6年 4月 から、母子保健と児童

福社を機能面で統合した「こども家庭センター」を開設し、職員体制を十分に確保す

ることで、情報を共有しやすくし、対応の迅速化や支援体制の強化を図ることで、き

め細やかな相談体制を構築してきました。

令和 7年度からは、相談のみでなく、生活上の支援を必要とする家庭に訪問支援員

を派遣し、家庭での子どもの養育乗境を整えるための支援を行う「渋川市こどもホー

ムアシス ト事業」を開始します。

訪問支援員が、家事・育児の手伝いを行うことにより、養育環境を整えて虐待リス

ク等の高まりを未然に防ぐことを目的としています。

2 開 始 日  令和 7年 5月 1日 (木 )

3 対象世帯
対象世帯は、渋川市に居住し、18歳未満の子ども (以下「児童」という)を養育し、

次の (1)、 (2)ヤ ず`れかに該当する家庭です。

(1)ヤ ングケアラーがいる家庭
(2)家事・育児に対して不安や負担を抱えている虐待のおそれのある子育て家庭、
妊産婦のいる家庭

4 支援内容
訪問支援員を対象世帯の居宅に派遣 し、次の支援を行います。

(1)家事支援
・食事の準備及び片付け
。住居等の清掃及び整理整頓

・衣類等の洗濯及び補修
。生活必需品の買物 ほか
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(2)養育・育児支援
・乳幼児への授乳、おむつ交換
。世帯員への食事の世話、排せつの介助、衣服の着脱の世話

・乳児の入浴 (も く浴)の介助
。児童への宿題の見守 り ほか
(3)傾聴
子育て等に関する不安や悩みの傾聴 。相談

※専門職による対応が必要な専門的な内容は除く

5 支援の流れ
支援は、児童・保護者又は妊婦からの相談や、庁内の関係部署及び関係機関からの

情報提供 。相談等により対象世帯を把握 し、次の流れにより行います。

(1)こ ども家庭センターの家庭児童相談員や保健師からイ呆護者に利用を提案

(2)保護者が支援内容に同意の上、申し込む (申 込書の提出)
3)申込書を受理・利用の決定
4)訪間支援員に派遣依頼
5)支援開始
6)訪問支援員の訪問状況を市が確認 (月 1回 )
7)こ ども家庭センターが支援世帯の状況により支援の終了又は継続を判断

6 支援頻度  週 2回、 1回 2時間まで

7 費  用
初回利用日から3カ月間は、利用者負担は無料。

ただし、 3カ月を超えた場合は、次のとおり課税状況に応じた費用負担あり。

【3カ月を超えた場合の費用】

1 県内他市における実施状況
県内他市において 「子育て世帯訪問支援事業」は、前橋市、高崎市、桐生市、太田

市、富岡市、安中市、みどり市が実施 しています。

※対象者や支援内容は、自治体によって異なります。

患

課税状況 費用

生活保護世帯 0円

住民税非課税世帯 1時間490円 、 2時間790円

住民税所得割課税額が 7万 7,101円 未満の世帯 1時間970円 、 2時間1,570円

住民税所得割課税額が 7万 7,101円 以上の世帯 1時間2,430円 、 2時間3,930円



2 こども家庭センターについて
「こども家庭センター」は、これまでの、主に妊産婦や乳幼児の相談を受ける「子

育て世代包括支援センター」 (母子録健)と 、虐待や支援を必要とする子育て家庭の

相談を受ける「子ども家庭総合支援拠点」 (児童福社)が一体となり、連携を強化し

て、全ての妊産婦 。子育て世帯 。子どもを対象に、切れ日のない相談・支援を行いま

す。

■問い合わせ先

育都推進部 部長  斉藤 章吉 (内線1150)
担当 :こ ども支援課 (電話0279-22-2415)

課長 野中 文子 (内線1201)
こども相談係長 上田 由呑 (内線1242)
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車両検知Alカ メラの活用により
「
伊香保温泉石段街周辺の駐車が分散しました

多くの観光客が訪れる伊香保温泉の石段街周辺では、市営駐車場の需給ミスマ

ッチなどにより交通渋滞が発生しています。

渋川市は、群馬県による令和 6年度地域課題解決プロジエクトの実証事業とし

て、市営駐車場に車両検知AIカ メラを設置して、利用状況をリアルタイムに把
握し、市の専用サイトにおいて、混雑状況を配信する実験を行い、駐車の分散が

確認できました。

今後、AI搭載機器を活用した施策の展開につなげていきます。

1概  要
伊香保温泉には多くの観光客が訪れ、石段街周辺では、駐車場への入庫待ち又はU
ターンしようとする車両で渋滞が発生しています。その一方で、石段街から離れた市

営駐車場には空きがあり、需給のミスマッチが生じています。

渋川市は、この状況の解消に向けて、群馬県による令和 6年度地域課題解決プロジ

ェクトの実証事業として、市営駐車場に車両検知AIカ メラを設置して利用状況をリ
アルタイムに把握し、市ホームページや渋川市公式LINEか らアクセスできる専用
サイトで混雑状況をタイムリーに配信する実験を実施しました。

この実証事業の結果をお知らせします。

2 実証事業実施期間  令和 6年 10月 7日 ～令和 7年 2月 28日

3 車両検知 AIカ メラを設置 した市営駐車場
(1)P2:石 段アルウィン公園西駐車場 (駐車枠 10台、

石段アルウィン公園内駐車場 (駐車枠 9台、
石段アルウィン公園北駐車場 (駐車枠27台、

八千代橋駐車場 (駐車枠39台、カメラ 3台 )

石段街周辺の市営駐車場

口日石段アルウイン公園西駐車場
普通車10台、機械試(ロック板)
石段衝まで約150メートル、徒歩2分

○

田露認!建逍孵
踊主車場〇

石段衡まで約150メートル、僕歩2分

(2)
(3)
(4)

３

４

６

Ｐ

Ｐ

Ｐ

カメラ 1台 )
カメラ 1台 )
カメラ 1台 )

(ロック板)

石段街まで約100メートル、徒歩1分

ロロ八千代橋駐車場
普通車39台、

石段衝まで約250メートル、徒歩4分

専用サイ トの混雑状況の自動配信イメージレ

1と
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2月 平均11月 12月 1月10月

63/刀
＼ 62.4分60ノ刀

｀ 63ノ刀
＼

63ノ刀
＼P2(10'台 ) 63ノ刀

＼

50/刀
＼

51ノ刀
＼ 52.2分48ノノ]｀ 52ノガ

＼
60ノガ
＼P3(9台 )

48.2分46ノ刀
＼ 53/刀

＼
47ノノJ｀ 49ノガ

＼ 46ノガ
＼P4(27V台 )

66.8分68ノ刀
＼

67ノガ
＼ 61分P6(39'台 ) 70ノ刀

＼
68ノ刀
＼

59.25ノ刀
＼ 56.5分 57.0分平均 57.0分 57.25ノ刀＼

4車両検知AIカ メラによる機能
(1)市営駐車場ごとの駐車状況の把握
(2)専用サイ トにおける混雑状況 (空・混 。満の表示、駐車可能台数)の 自動配信

5 車両検知AIカ メラが取得 した情報
(1)市営駐車場ごとの駐車時 1台当た りの平均 )

(2)時間帯ごとの駐車台数 (10月 ～ 2月 合計 )
(台 )■000

００

　

　

　

００

　

　

　

００

ａ

　

　

２
，
　

　

１
，

O

♂ヾゞざドがざヾゞドざざざざざざざざざざゞざずず
― 駐車台数(P2)一 駐車台数(P3)一 駐車台数(P4) 一 駐車台数(P6)

6 取組結果
石段街から最も遠い P6:人 千代橋駐車場の駐車台数が、全ての月で前年に比べて
増加 しました。これに対 して、石段街に近い他の駐車場の駐車台数に、前年よりも減

少 した月があつたことから、駐車の分散が確認できました。

駐車台数の前年比較 R6。 10月

前年比

R6.11月

前年比

R6.12月

前年比

R7.1月

前年比

R7。 2月

前年比

P2:石段アルウィン公園西
駐車場 (石段箇まで約150m)

93.2% 113。 5% 96.8% 119.3% 106.3%

P3:石 段アル ウィン公園内
駐車場 (石段街まで約 150m)

102.7% 123.4% 116.8% 128.2% 127.3%

P4:石 段アルウィン公園北
駐車場 (石段箇まで約 100m)

87.7% 107.7% 91.0% 115.3% 102.1%

P6:八 千代橋駐車場
(石段街まで約250m)

113.4% 127.3% 133.8% 138.5% 114.2%
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囲

7 今後の展開
今回の実証事業により、デジタル技術の有用性が分かったことから、今後は、AI
搭載機器を活用した施策や伊香保温泉石段街周辺の駐車を分散させる施策の展開につ

なげていきます。

8そ の 他
群馬県の地域課題解決プロジェクトとは、県及び市町村が抱える様々な分野の課題

をデジタル技術を活用して解決するための実証事業で、実証結果を他の市町村入紹介、

横展開することにより、群馬県全体のDX推進を目指すものです。

泉宿泊者数 (人 )

2 ホームページ「伊香保駐車場ガイ ド」アクセス (件 )

■問い合わせ先

(実証事業について〉

情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)
担当 :行車・DX推進課 (電話0279-258414)
課長 後藤 景太 (内線2450)
改革イノベーション係長 廣田 剛 (内線2443)

(伊香保温泉市営駐車場について〉

産業観光部 部長 柴田 宏 (内線4899)
担当 :観光課 (電話0279-22-2873)

課長 高橋 巧 (内線4880)
観光施設係長 高山 卓 (内線4887)

1

1月 2月 計10月 11月 12月

65,843 65,203 388,681令和 5年度 81,208 93,148 83,279

414,75489,572 70,596 69,221令和 6年度 88,301 97,064
1070/。1040/。 1080/0 107% 1060/0上ヒ較  (%) 1090/0

1月 2月 計10月 11月 12月

37,4194,982 4,840 6,483令和 5年度 8,764 12,350
54,5657,509 6,963 7,293令和 6年度 12,917 19,883
1460/0161% 151% 1440/0 1120/0比較 (%) 1470/0

遇
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4

クビアカツヤカミキリの防除用品を無償配布します

渋川市は、特定外来生物であるクビアカツヤカミキリによる被害拡大防止のた

め、渋川市内で被害を受けている樹木がある土地の所有者などに対して、防除用

品を無償で配布します。

1概  要
クビアカツヤカミキリは、幼虫がサクラやウメ、モモなどの成木に食入し、被害が

進行すると樹木を枯らす特定外来生物です。

渋川市では、令和 6年 7月 に被害木、幼虫及び成虫が発見されました。そのため、

令和 7年度の新たな取り組みとして、渋川市内で被害を受けている樹木がある土地の

所有者などに対して防除邪品を無償で配布し、被害の拡大防止を図ります。

2 配布対象者
(1)被害樹木が存在する土地の所有者 (法定相続人等を含む)又は、その同一世帯

員である人

(2)土地所有者等から当該土地の管理を任されている人

3 配布の対象となる樹木
クビアカツヤカミキリの被害を受けている次のバラ科の樹木 (サクラ、ウメ、モモ

(ハナモモ)、 スモモ (プラム)、 おうとう (サクランボ)、 アンズ)

※果樹園 (農地)に関しては姑象外

4 配布用品 B予定数量
(1)スプレー式薬剤・50本
(2)防虫ネット (幹周の 2倍程度の長さ)・ 250m

5 配布開始日 令和 7年 6月 2日 (月 )
※受付時間 :市役所開庁日の年前 8時30分～午後 5時 15分

6 申請方法
次の書類を環境森林課窓ロヘ持参してください。

(1)申請書 (窓 口で記入することもできます)
(2)本人確認書類 (マイナンバーカード、運転免許証等)
(3)被害樹木が確認できる写真 (か りんとう状のフラスが出ている状況などが分か

るもの)

※土地所有者から当該土地の管理を任されている人が申請をする場合、土地所有者

等からの委任状が必要です

※クビアカツヤカミキリの発生及び樹木の被害等が疑われる状況を確認した場合

は、渋川市環境森林課へ相談してください
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7 周知方法
広報しぶかわ 5月 号及び市ホームページヘの掲載により周知しています。

8そ の 他
県内において同様の事業を行つている自治体

(1)無償配布 (伊勢崎市・安中市 。大泉町 )
(2)費用の一部補助 (前橋市)
(3)駆除奨励金 (館林市)

囲
特定外来生物とは (環境省ホームページから)

外来生物 (海外起源の外来種)であって、生態系、人の生命 。身体、農林水産業ヘ

被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定されます。

指定された生物の取 り扱いについては、輸入、放出、飼養等、譲渡 し等の禁止とい

った厳 しい規制がかかります。

■間い合わせ先

市民環境部 部長 堀口 幸則 (内線1100)
担当 :環境森林課 (電話0279-22-2114)

課長 入澤 仁 (内線1140)
森林・気候変動姑策係長 後藤 晃秀 (内線2130)
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資料 5

ゴTルデンウィーク中の市有温泉施設の入館者状況を
お知らせします

令和6年度のゴールデンウィークにおける市有温泉施設の入館者状況の調査結果

をまとめたところ、全施設の利用者は対前年度で873人増加 (対前年度比109.2%)

しました。また、売上は対前年度で148万 4,384円増加 (対前年比130,4%)し まし

た。

1概  要
令和 7年度のゴールデンタィークにおける入館者状況の調査結果をまとめましたの

でお矢日らせ します。

2結  果
調査期間における全施設の利用者は 1万361人で、前年度と比較 して873人の増加 (対

前年度比109.2%)、 売上は636万8,060円 で、前年度 と比較 して148万4,380円 の増加 (封

前年度比 130。 4%)と なりました。

3 調査期間  令和 7年 4月 29日 (火 )～ 5月 6日 (火)(8日 間)

4 対象施設 (日帰り温泉施設)
伊香保温泉浴場石段の湯、小野上温泉センター

■問い合わせ先

産業観光部 部長 柴田 宏 (内線4899)
担当 :観光課 (電話0279-22-2873)

課長 高橋 巧 (内線4880)
観光施設係長 高山 卓 (内線4887)

17



翼
超
叶
Ｒ
萩

ゞ
〇
．〇
∞

ざ
〇
．∞
卜

ぎ
寸
．蛉
卜

娯
型
超
叶
眠
萩

〇
膵
〇
¨，
ｒ寸
　
“「

Ｏ
Φ
一
Ｏヽ
Φ
Φ
ぃｒ　
‘
「

〇
∞
劇

卜̈
卜
〇
．ミ
　
ィ「

聟
超
叶
枢
萩

ポ
一
．ミ
ト
ｒ

謀
飩
．０
劇
一

謀
寸
．〇
∞
≡

〇
ゆ
寸
ぃ⑤
∞
Φ

０
∞
Ｏ
寸̈
０
膵

〇
∞
∞
．寸
∞
寸
（一

梗
型
製
廿
樫
萩

製
叶
ＩＲ
犀
↑

〇
卜
∽
」０
ゆ
〇

ミヽ

〇
ミ
０
【∞
∞
∞
ぃΦ

〇
〇
ミ

ゆヽ
寸
寸
ぃ∞

超
叶

ｏ
犀
↑

〇
ゆ
∞

め̈
ゆ
〇

〇
∞
∞

卜ヽ
劇
⑤
』∞

〇
∞
０
ぃ∽
∞
∞
」寸

製
時

卜
犀
午

０
０
∞
（ゆ
寸
Φ
ぃ一

Ｏ
Φ
ド
ぃミ
劇
卜
．守

Ｏ
Φ
Ｏ
ぃ∞
０
∞
」Φ

即
認
娯

喚
Ｇ
誕
臣
い
禦
区
唄
懸
榊
基

―
ふ
ハ
早
区
唄
引
魏
↑

詫

卜
ヽ
二
ν
乞
饉
く
製
鸞
二
朦
⊃
里
龍
鰈
頭
連
径
引
偲
Ｇ
制
ｄ
Ｏ
ミ
超
叶

∞
犀
午

，
Ｖ
二
０
里
印
引
根
Ｇ
Ｉ

る
ハ
製
Ⅸ
唄
引
飾
↑
※

製
Ｄ
卜
⊃
奪
一引
型
）
阻
組
燭
桑
収
卜
母

ｏ
犀
午
中
佃
菜
眠
雇

′逆
喚
Ｇ
謎
陣
い
禦
媒
唄
懸
榊
ふ
※

即
引
偲
　
劇

18

」

製
母
IR

萩

ぎ
劇
．〇
寸

潔
〇
．〇
卜

ま
０
．Φ
Φ

娯
型
超
叶
ＩＲ
萩

蛉
∞
∞
」ミ
　
】「

∽
寸
Ｎ
．ミ
　
“「

∞
ミ
一
．ゆ
　
室
「

渓
劇
．０
０
一

聟
超
叶
樫
萩

ぎ
∞
．卜
∞

ま
い
。ゆ
，
一

娯
型
製
叶
擦
萩

〇
卜
『
　
】Ч

∞
寸
ｒ
ぃ≡

∞
膵
∞

〇
∞
寸
ぃゆ
ｒ

超
廿
ＩＲ
犀
↑

甘
Ｎ
∞
寸ヽ

Ю
Φ
Φ
ぃＯ
ｒ

製
母

ｏ
犀
↑

０
０
劇
ぃ劇

〇
ト
ミ

膵ヽ

∞
∞
寸
【０

超
叶

卜
犀
午

Ｏ
∞
Φ
．一

Ｎ
ミ
寸
．∞

ｒΦ
∞
ぃ０
一

蕊
即
認
楔

喚
Ｇ
醒
陣
囚
組
Ⅸ
唄
懸
榊
も

―
ふ
ハ
甲
眠
唄
引
臨
↑

黒
神
緩
く
　

ｒ

（臣
Ш
∞
）
（忘
）
田
Ｏ
Щ
Ю
叶

卜
犀
午
を
（思
）
□
罠
駅
寸
母

卜
犀
午

察
≦
神
椴
く
認
製
Ｌ
唄
禅
催
Ｇ
〓
胚
蚕
ヽ
―

ゃ
●
ハ
体
ミ
ー
衛

伸
内



6

ゴールデンウィーク中の渋川スカイランドパーク遊園地の

入園者状況をお知らせします

令和7年度のゴールデンウィークにおける渋川スカイランドパーク遊園地の入園

者状況の調査結果をまとめたところ、入園者は対前年度で4,009人減少 (対前年度

比75.0%)しました。また、売上は対前年度で393万 7,660円減少 (対前年度比77.8

%)しました。

1概  要
令和 7年度のゴールデンウィーク期間中における入園状況の調査結果がまとまりま

したのでお知らせします。

2結  果
調査期間中の八園者数は計 1万 1,999人で、前年度と比較して4,009人 (対前年度比

75.0%)減少しました。また、園内売上額は合計1,379万 9,850円で、前年度と比較し

て393万7,660円 (対前年度比77.8%)減少しました。

|これは、天候不良及び全体的に利用者の動きが鈍かつたことが、減少した要因と思

われます。      ｀

なお、売上額については、フンデイパスや入園券の購入に当たり前売り券の購入者

ゃキャッシュレス決済 (PayPay)の利用者が増加しており、それらの売上げについて

は反映されていません。 (キャッシュレス決済利用の売上げについては、月末締めで

翌月に振込されます)

なおてコロナ禍前である令和元年度の同期間と比較すると、入園者数は6,441人減

少 (対元年度比65。 1%)、 園内売上額は1,598万 150円減少 (対元年度比46.3%)と な

っています。

3 対象期間  令和 7年 4月 29日 (火)～ 5月 6日 (火 )

■間い合わせ先

建設交通部 部長 木村 博之 (内線4700)
担当 :都市政策課 (電話0279-25-8307)

課長 松田 忠義 (内線4790)
管理係長 谷 徳二 (内線4785)
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